
は
じ
め
に

一
九
七
一
年
、
大
韓
民
国
忠
清

南
道
公
州
市
に
あ
る
宋
山
里
古
墳

群
で
、
大
き
な
発
見
が
あ
っ
た
。

排
水
路
の
工
事
中
に
、
そ
れ
ま
で

知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
未
盗
掘
の

古
墳
が
出
現
し
た
の
で
あ
る
。

さ
っ
そ
く
発
掘
調
査
さ
れ
、
一
〇

八
種
類
二
九
〇
六
点
も
の
遺
物
が

確
認
さ
れ
た
が
、
特
に
注
目
が
集

ま
っ
た
の
が
文
字
の
刻
ま
れ
た
二

枚
の
誌
石
で
あ
っ
た
。
そ
こ
に
は
、

こ
の
古
墳
の
主
が
百
済
第
二
十
五

代
王
で
あ
る
武
寧
王
（
在
位
五
〇
一
―
五
二
三
）
と
、
そ
の
王
妃
で
あ
る
こ
と
が

明
記
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
（
１
）
。

武
寧
王
陵
発
見
の
ニ
ュ
ー
ス
は
、
日
本
で
も
高
い
関
心
を
も
っ
て
迎
え
ら
れ
た
。

と
い
う
の
も
、
武
寧
王
は
『
日
本
書
紀
』
に
も
登
場
し
、
筑
紫
で
誕
生
し
た
と
伝

承
さ
れ
る
人
物
で
あ
り
、
ま
た
『
続
日
本
紀
』
に
よ
れ
ば
、
桓
武
天
皇
の
生
母
で

あ
る
高
野
新
笠
は
、
彼
の
遠
い
子
孫
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
百
済
と
日
本
と

の
深
い
つ
な
が
り
を
体
現
す
る
武
寧
王
の
墓
ら
し
く
、
古
墳
か
ら
は
中
国
南
朝
の

影
響
を
受
け
た
副
葬
品
の
数
々
と
と
も
に
、
日
本
列
島
か
ら
持
ち
込
ま
れ
た
と
見

ら
れ
る
高
野
槇
で
作
ら
れ
た
木
棺
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。

上
述
の
二
枚
の
誌
石
は
、
羨
道
（
玄
室
と
外
部
を
結
ぶ
通
路
）
の
入
口
近
く
に

並
べ
置
か
れ
て
い
た
。
そ
れ
ぞ
れ
「
武
寧
王
墓
誌
」（
第
一
石
）、「
武
寧
王
妃
墓

誌
」（
第
二
石
）
と
呼
び
慣
わ
さ
れ
て
お
り
、
石
の
表
裏
に
文
字
が
刻
ま
れ
て
い

る
。

第
一
石

「
武
寧
王
墓
誌
」（
縦
三
五
セ
ン
チ
、
横
四
一
・
五
セ
ン
チ
、
厚
さ

五
セ
ン
チ
）

殯
宮
の
立
地
と
葬
地

―
―
艇
止
山
遺
跡
の
評
価
を
め
ぐ
っ
て
―
―

稲

田

奈
津
子

東
京
大
学
日
本
史
学
研
究
室
紀
要

第
二
十
一
号

二
〇
一
七
年
三
月

図１ 武寧王陵
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〔
表
面
〕
寧
東
大
将
軍
百
済
斯
／
麻
王
年
六
十
二
歳
癸
／
卯
年
五
月
丙
戌
朔

七
／
日
壬
辰
崩
到
乙
巳
年
八
月
／
癸
酉
朔
十
二
日
甲
申
安
�
／
登

冠
大
墓
立
志
如
左

〔
裏
面
〕
亥
壬
子
癸
丑
（
以
上
、
右
辺
）／
己
寅
甲
卯
乙
辰
戊
（
以
上
、
下

辺
右
よ
り
）
／
巳
丙
午
丁
未
（
以
上
、
左
辺
下
よ
り
）

第
二
石

「
武
寧
王
妃
墓
誌
」（
縦
三
五
セ
ン
チ
、
横
四
一
・
五
セ
ン
チ
、
厚

さ
五
セ
ン
チ
）

〔
表
面
〕
丙
午
年
十
一
月
百
済
国
王
太
妃
寿
／
終
居
喪
在
酉
地
己
酉
年
二
月

癸
／
未
朔
十
二
日
甲
午
改
葬
還
大
墓
立
／
志
如
左

〔
裏
面
〕
銭
一
万
文

右
一
件
／
乙
巳
年
八
月
十
二
日
寧
東
大
将
軍
／
百
済

斯
麻
王
以
前
件
銭
詢
土
王
／
土
伯
土
父
母
上
下
衆
官
二
千
石
／
買

申
地
為
墓
故
立
券
為
明
／
不
従
律
令

た
し
か
に
二
枚
の
表
面
に
は
、
王
と
王
妃
の
死
と
埋
葬
に
つ
い
て
記
述
さ
れ
て

お
り
、「
墓
誌
」
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
第
一
石
の
裏
面
に
は
、

墓
域
を
示
す
と
さ
れ
る
「
干
支
図
」
が
、
第
二
石
の
裏
面
に
は
、
営
墓
の
た

め
の
土
地
を
地
神
か
ら
購
入
し
た
こ
と
を
示
す
「
買
地
券
」
が
刻
ま
れ
て
お

り
、《
墓
誌
》
と
《
買
地
券
》
の
性
格
を
あ
わ
せ
も
つ
、
複
合
的
な
存
在
と

理
解
さ
れ
て
い
る
（
２
）
。
二
枚
の
誌
石
の
上
面
に
置
か
れ
て
い
た
鉄
製
五
銖
銭
一

連
は
、《
買
地
券
》
に
関
連
し
て
、
土
地
の
対
価
を
象
徴
す
る
の
で
あ
ろ
う
。

行
論
の
都
合
上
、
本
誌
石
の
所
蔵
機
関
で
あ
る
国
立
公
州
博
物
館
に
よ
る
現

代
語
訳
を
掲
げ
て
お
く
（
３
）
（
日
本
語
訳
は
筆
者
）。

〔
第
一
石
表
面
〕
寧
東
大
将
軍
で
あ
る
百
済
の
斯
麻
王
は
、
六
十
二
歳
の

年
、
癸
卯
年
（
五
二
三
）
五
月
七
日
に
亡
く
な
ら
れ
た
。

乙
巳
年
（
五
二
五
）
八
月
十
二
日
に
安
ら
か
に
葬
り
、
大

墓
に
登
せ
て
お
祀
り
し
、
こ
の
よ
う
に
記
録
し
て
お
く
。

〔
第
一
石
裏
面
〕
―
省
略
―

〔
第
二
石
表
面
〕
丙
午
年
（
五
二
六
）
十
一
月
に
、
百
済
国
王
太
妃
が
天
命
に

従
い
亡
く
な
ら
れ
た
。
西
側
の
地
に
（
殯
殿
を
設
置
し
て
）

三
年
喪
を
経
て
、
己
酉
年
（
五
二
九
）
二
月
十
二
日
に
再
び

大
墓
に
移
し
、
葬
事
を
お
こ
な
っ
た
の
で
、
こ
の
よ
う
に
記

録
し
て
お
く
。

〔
第
二
石
裏
面
〕
銭
一
万
文
。
以
上
一
件
。
乙
巳
年
（
五
二
五
）
八
月
十
二
日

に
、
寧
東
大
将
軍
で
あ
る
百
済
の
斯
麻
王
が
、
上
記
の
金
額

で
、
土
王
・
土
伯
・
土
父
母
と
、
天
上
天
下
の
二
千
石
の
諸

官
と
に
諮
っ
て
、
南
西
方
向
の
土
地
を
購
入
し
て
陵
墓
を

造
っ
た
の
で
、
文
書
を
作
成
し
て
証
拠
と
す
る
。
律
令
に
こ

だ
わ
ら
な
い
。

以
上
よ
り
、
武
寧
王
と
王
妃
の
埋
葬
、
お
よ
び
二
枚
の
誌
石
の
作
成
過
程
は
、

図２ 「武寧王妃墓誌」（第二石表面）

図３ 誌石の発見状況（国立公州博物館、模型）

2



次
の
よ
う
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

五
二
三
年
五
月
七
日

武
寧
王
死
去

五
二
五
年
八
月
十
二
日
「
買
申
地
為
墓
」、
大
墓
に
埋
葬

【
第
一
石
表
裏
・
第
二
石
裏
を
記
入
】

五
二
六
年
十
一
月

王
妃
死
去
、「
居
喪
在
酉
地
」

五
二
九
年
二
月
十
二
日

王
妃
を
大
墓
に
合
葬

【
第
二
石
表
を
記
入
】

第
二
石
は
本
来
、
裏
面
（「
買
地
券
」
の
面
）
を
上
に
し
て
安
置
さ
れ
た
も
の

が
、
王
妃
の
合
葬
の
際
に
裏
返
さ
れ
、
空
白
だ
っ
た
表
面
に
王
妃
の
「
墓
誌
」
が

追
刻
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

以
上
の
武
寧
王
陵
の
発
見
と
そ
の
出
土
遺
物
に
つ
い
て
は
、
日
本
で
も
比
較
的

よ
く
知
ら
れ
た
事
実
と
言
え
よ
う
。
し
か
し
、
そ
れ
に
附
随
す
る
殯
殿
と
推
定
さ

れ
て
い
る
、
艇
止
山
遺
跡
の
存
在
に
つ
い
て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
筆
者
な
ど
は
不

勉
強
に
も
、
前
述
の
国
立
公
州
博
物
館
に
お
け
る
パ
ネ
ル
解
説
で
初
め
て
そ
の
存

在
を
知
り
、
大
変
驚
き
興
味
を
持
っ
た
も
の
の
、
参
考
資
料
を
集
め
る
こ
と
も
ま

ま
な
ら
ず
、
こ
れ
ま
で
十
分
に
そ
の
推
定
根
拠
を
確
認
す
る
こ
と
も
で
き
な
か
っ

た
。
こ
の
た
び
李
炳
鎬
氏
（
韓
国
国
立
弥
勒
寺
趾
遺
物
展
示
館
館
長
）
の
ご
協
力

に
よ
り
資
料
を
入
手
す
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
殯
宮
に
関
す
る
先
行
研
究
の
再
検

討
を
試
み
る
な
か
で
、
あ
ら
た
め
て
艇
止
山
遺
跡
の
存
在
が
気
に
か
か
る
よ
う
に

な
っ
た
。
そ
こ
で
艇
止
山
遺
跡
に
関
す
る
議
論
の
一
端
を
紹
介
し
つ
つ
、
そ
れ
を

糸
口
に
殯
宮
の
立
地
問
題
に
つ
い
て
考
え
て
い
き
た
い
と
思
う
。

一

艇
止
山
遺
跡

艇
止
山
遺
跡
は
、
宋
山
里
古
墳
群
の
あ
る
艇
止
山
の
北
端
、
錦
江
に
突
き
出
た

丘
陵
の
頂
上
部
と
南
北
斜
面
に
位
置
す
る
（
４
）
。
一
九
九
六
年
、
公
州
と
扶
余
を
つ
な

ぐ
道
路
工
事
の
た
め
の
事
前
調
査

と
し
て
、
国
立
公
州
博
物
館
に
よ

る
発
掘
調
査
が
お
こ
な
わ
れ
た
。

調
査
で
は
五
世
紀
末
か
ら
高
麗
時

代
ま
で
の
重
層
す
る
遺
構
が
確
認

さ
れ
た
が
、
特
に
注
目
さ
れ
た
の

は
百
済
熊
津
時
期
（
五
世
紀
末
か

ら
六
世
紀
中
葉
）
の
「
国
家
施
設

物
」
遺
構
群
で
あ
っ
た
。
丘
陵
上

の
平
地
中
央
部
に
位
置
す
る
瓦
建

物
址
、
そ
の
周
辺
に
配
置
さ
れ
た

七
棟
の
大
壁
建
物
址
を
は
じ
め
、

百
済
熊
津
時
期
の
遺
構
・
遺
物
が

発
見
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
本
遺
跡
は
、
の
ち
に
百
済
王
室
の
祭
祀
遺
跡
、
な
か
で

も
武
寧
王
代
の
殯
殿
の
置
か
れ
た
場
所
で
あ
る
可
能
性
が
提
起
さ
れ
、
指
導
委
員

会
の
判
断
の
も
と
道
路
工
事
に
よ
る
破
壊
を
免
れ
て
保
存
が
決
定
し
（
道
路
は
遺

跡
の
下
に
ト
ン
ネ
ル
が
掘
ら
れ
る
こ
と
で
開
通
し
た
）、
二
〇
〇
六
年
に
は
史
跡

指
定
を
受
け
て
い
る
。

本
遺
跡
が
百
済
王
室
の
殯
殿
と
推
定
さ
れ
た
根
拠
は
、
大
き
く
以
下
の
三
点
に

ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
（
５
）
。
第
一
に
、
発
掘
調
査
で
判
明
し
た
遺
跡
の
特
殊
性
が

あ
る
。
約
四
千
余
坪
に
も
お
よ
ぶ
遺
跡
地
の
稜
線
部
全
体
に
大
規
模
な
土
木
工
事

が
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
や
、
宮
闕
や
寺
院
で
の
み
限
定
的
に
使
用
さ
れ
る
蓮
弁
軒

丸
瓦
が
出
土
し
た
こ
と
か
ら
、
ま
ず
は
国
家
レ
ベ
ル
の
重
要
施
設
で
あ
っ
た
と
の

評
価
が
な
さ
れ
る
。
そ
の
上
で
、
周
囲
に
巡
ら
さ
れ
た
木
柵
や
濠
に
よ
っ
て
外
部

の
接
近
を
防
ぐ
閉
鎖
的
な
空
間
で
あ
り
、
華
麗
な
装
飾
が
施
さ
れ
た
長
鼓
形
器

図４ 艇止山遺跡周辺航空写真（筆者加筆）
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台
・
三
足
土
器
・
蓋
坏
・

土
製
燈
盞
・
斜
格
子
紋
塼

な
ど
の
遺
物
は
祭
祀
に
用

い
ら
れ
た
可
能
性
が
高
い

と
し
て
、
百
済
王
室
に
関

わ
る
祭
祀
遺
跡
で
あ
る
と

す
る
。
さ
ら
に
、
遺
跡
の

中
心
部
に
位
置
す
る
瓦
建

物
址
の
特
異
な
構
造
、
つ

ま
り
内
部
空
間
が
狭
小
で

非
実
用
的
・
閉
鎖
的
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
特
殊
な
用
途
を
持
つ
建
物
、
す
な
わ
ち

埋
葬
前
の
柩
を
一
時
的
に
安
置
す
る
殯
殿
で
あ
る
と
推
測
す
る
の
で
あ
る
。
建
物

内
部
に
残
さ
れ
た
四
つ
の
柱
穴
は
、
柩
を
載
せ
る
平
床
の
よ
う
な
施
設
、
柱
穴
の

中
央
に
掘
ら
れ
た
大
穴
は
、
遺
体
の
腐
敗
を
防
ぐ
た
め
に
柩
の
下
に
置
か
れ
た
氷

盤
を
設
置
し
た
場
所
、
と
の
解
釈
も
あ
る
（
６
）
。

第
二
に
、
武
寧
王
陵
出
土
の
二
枚
の
誌
石
に
記
載
さ
れ
た
内
容
と
の
一
致
が
あ

る
。
第
二
石
裏
面
の
「
買
地
券
」
に
は
「
買
申
地
為
墓
（
申
地
を
買
い
て
墓
と
為

す
）」
と
あ
り
、
申
（
西
南
西
）
方
向
の
土
地
を
購
入
し
て
王
の
墓
に
し
た
と
記

す
。
第
二
石
表
面
の
「
王
妃
墓
誌
」
に
よ
れ
ば
、
王
妃
は
死
去
す
る
と
「
居
喪
在

酉
地
」
と
さ
れ
、
二
十
七
カ
月
後
に
大
墓
に
葬
ら
れ
た
と
あ
る
。
二
十
七
カ
月
と

い
う
期
間
は
、
第
一
石
表
面
の
「
王
墓
誌
」
に
よ
れ
ば
、
王
の
死
か
ら
埋
葬
ま
で

の
期
間
と
も
一
致
し
て
い
る
。
ま
た
中
国
に
お
け
る
三
年
喪
の
期
間
に
も
呼
応
し

て
い
る
が
、
百
済
で
は
そ
れ
を
埋
葬
ま
で
の
殯
の
期
間
と
し
て
い
る
点
に
特
徴
が

あ
る
と
す
る
。
そ
の
上
で
「
居
喪
在
酉
地
（
喪
に
居
す
る
に
酉
地
に
在
り
）」
を
、

酉
（
西
）
方
向
の
土
地
に
殯
殿
を
設
け
、
王
妃
の
柩
を
安
置
し
た
こ
と
を
示
す
と

解
釈
す
る
。
す
る
と
、
王
宮
所
在
地
と
推
定
さ
れ
る
公
山
城
に
起
点
を
据
え
、
申

地
が
武
寧
王
陵
に
相
当
す
る
と
考
え
る
と
、
そ
れ
と
三
十
度
の
角
度
差
を
持
つ
酉

地
は
艇
止
山
遺
跡
を
指
し
示
す
こ
と
に
な
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
艇
止
山
遺
跡
は

少
な
く
と
も
王
妃
の
、
お
そ
ら
く
は
武
寧
王
を
含
む
代
々
の
王
族
た
ち
の
殯
殿
で

あ
っ
た
と
論
じ
る
の
で
あ
る
。

第
三
と
し
て
、
発
掘
調
査
で
検
出
し
た
六
基
の
竪
穴
遺
構
に
つ
い
て
、
こ
れ
を

氷
庫
ま
た
は
貯
水
施
設
と
す
る
見
解
が
提
出
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
竪
穴
は
断
面

鉢
型
で
床
面
中
央
に
穴
が
あ
り
、
床
面
に
広
が
る
灰
白
色
粘
土
か
ら
集
水
の
機
能

が
考
え
ら
れ
る
と
す
る
。
さ
ら
に
一
部
の
竪
穴
遺
構
に
は
暗
渠
施
設
や
溝
を
備
え

た
も
の
が
あ
り
、
床
に
多
数
の
柱
穴
が
見
ら
れ
、
瓦
管
に
よ
る
溝
の
内
部
施
設
や

木
炭
層
も
残
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
は
冬
に
切
り
出
し
た
氷
を
保
管
す
る
た
め
の

氷
庫
で
あ
っ
た
可
能
性
が
提
起
さ
れ
て
い
る
。
氷
は
夏
場
の
飲
食
だ
け
で
な
く
、

図５ 艇止山遺跡遺構配置図

図６ 瓦建物址
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殯
の
期
間
中
に
遺
体
の
腐
敗
防
止
や
臭
い
を
抑
え
る
た
め
に
も
用
い
ら
れ
た
こ
と

が
、
各
種
中
国
典
籍
や
『
三
国
志
』
扶
余
伝
・
朝
鮮
王
朝
実
録
か
ら
も
知
ら
れ
る

と
し
、
こ
れ
ら
は
殯
殿
に
安
置
し
た
柩
の
た
め
に
氷
を
供
給
す
る
施
設
で
あ
っ
た

と
論
じ
る
の
で
あ
る
。
本
遺
跡

で
の
成
果
を
も
と
に
、
他
の
諸

遺
跡
に
お
け
る
同
様
の
竪
穴
遺

構
も
殯
の
た
め
の
氷
庫
で
あ
る

と
再
評
価
さ
れ
、
大
古
墳
群
と

殯
所
（
古
墳
内
の
住
居
址
）、

貯
蔵
施
設
、
炭
窯
と
が
有
機
的

に
結
合
し
て
発
見
さ
れ
る
こ
と

が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
７
）
。

以
上
の
よ
う
な
根
拠
に
も
と

づ
き
、
艇
止
山
遺
跡
は
武
寧
王

と
王
妃
を
は
じ
め
と
す
る
百
済

王
室
の
殯
殿
が
置
か
れ
た
場
所
で
あ
る
と
す
る
見
解
が
優
勢
と
な
っ
て
い
る
。
一

方
で
殯
殿
説
に
疑
問
の
声
も
あ
る
。
た
と
え
ば
金
元
龍
氏
は
、
誌
石
に
見
え
る

「
酉
地
」「
申
地
」
は
と
も
に
漠
然
と
西
を
指
す
も
の
に
過
ぎ
な
い
と
す
る
が
（
８
）
、
管

見
の
限
り
こ
う
し
た
反
対
意
見
は
少
数
に
留
ま
る
よ
う
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
艇
止
山
遺
跡
に
お
い
て
お
こ
な
わ
れ
た
と
い
う
「
殯
」
と
は
、
ど

の
よ
う
な
も
の
が
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。『
隋
書
』
巻
八
一
東

夷
の
百
済
伝
に
は
「
喪
制
如
高
麗
（
喪
制
は
高
麗
の
如
し
）」
と
あ
り
、
高
麗
伝

を
見
る
と
「
死
者
殯
於
屋
内
、
経
三
年
、
択
吉
日
而
葬
。
居
父
母
及
夫
之
喪
、
服

皆
三
年
、
兄
弟
三
月
。
初
終
哭
泣
、
葬
則
鼓
儛
作
楽
以
送
之
。
埋
訖
、
悉
取
死
者

生
時
服
玩
車
馬
置
於
墓
側
、
会
葬
者
争
取
而
去
（
死
者
は
屋
内
に
殯
し
、
三
年
を

経
て
、
吉
日
を
択
び
て
葬
る
。
父
母
及
び
夫
の
喪
に
居
す
は
、
服
は
皆
な
三
年
、

兄
弟
は
三
月
。
初
終
に
哭
泣
し
、
葬
は
則
ち
鼓
儛
作
楽
し
て
以
て
送
る
。
埋
め
訖

ら
ば
、
悉
く
死
者
の
生
時
の
服
玩
車
馬
を
取
り
て
墓
側
に
置
き
、
会
葬
者
は
争
い

図７ 周辺遺跡との位置関係

図８ １号竪穴遺構「氷庫」
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取
り
て
去
る
）」
と
あ
る
。

死
者
は
す
ぐ
に
埋
葬
す
る

の
で
は
な
く
屋
内
で

「
殯
」
し
、
三
年
が
経
て

ば
吉
日
を
選
ん
で
埋
葬
す

る
。
服
喪
期
間
は
父
母
や

夫
の
た
め
に
は
三
年
、
兄

弟
の
た
め
に
は
三
月
。
死

亡
す
る
と
声
を
あ
げ
て
泣

く
所
作
を
し
、
葬
送
で
は

鼓
舞
作
楽
し
て
死
者
を
墓
ま
で
送
る
。
埋
葬
が
終
わ
れ
ば
死
者
の
生
前
の
衣
服
や

愛
用
品
・
車
馬
を
墓
の
傍
ら
に
置
き
、
会
葬
者
は
そ
れ
ら
を
争
っ
て
持
ち
去
る
、

と
の
習
俗
が
描
か
れ
て
い
る
。
権
五
栄
氏
は
殯
に
つ
い
て
、「
人
が
死
ん
で
葬
る

ま
で
の
間
、
屍
を
棺
に
斂
め
て
安
置
し
て
お
く
こ
と
」
と
の
和
田
萃
氏
の
所
説
（
９
）
を

引
用
し
つ
つ
、「
遺
体
は
仮
埋
葬
さ
れ
る
こ
と
も
喪
屋
（
殯
殿
）
に
安
置
さ
れ
る

こ
と
も
あ
り
、
遺
族
と
近
親
者
は
一
定
期
間
小
屋
に
閉
じ
籠
り
、
様
々
な
儀
礼
を

尽
く
し
て
奉
仕
す
る
」
と
述
べ
て
い
る
（
１０
）
。

『
隋
書
』
高
麗
伝
に
記
さ
れ
る
殯
儀
礼
の
具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て
は
不
明
な

点
が
多
い
が
、「
殯
」
字
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
が
中
国
に
お
け

る
殯
の
儀
礼
、
つ
ま
り
墓
へ
の
埋
葬
以
前
に
遺
体
を
仮
埋
葬
・
安
置
す
る
儀
礼
に

相
当
す
る
と
考
え
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
で
中
国
の
経
書
を
参
照
す
る
と
、

た
と
え
ば
『
礼
記
』
檀
弓
上
に
は
「
飯
於
牖
下
、
小
斂
於
戸
内
、
大
斂
於
�
、
殯

於
客
位
、
祖
於
庭
、
葬
於
墓
」
と
あ
り
、
窓
の
下
で
死
者
に
飯
を
供
え
、
室
内
で

小
斂
（
着
せ
換
え
）
を
し
、
�
階
（
東
階
）
の
上
で
大
斂
（
納
棺
）
を
し
、
客
位

（
西
階
の
上
）
で
殯
を
し
、
そ
れ
か
ら
庭
で
祖
（
埋
葬
前
の
送
り
出
し
の
礼
）
を

お
こ
な
っ
て
墓
に
葬
る
、
と
し
て
い
る
（
１１
）
。
唐
代
の
代
宗
皇
帝
の
喪
葬
に
つ
い
て
記

し
た
「
大
唐
元
陵
儀
注
」
に
お
い
て
も
、
太
極
殿
の
「
西
間
」
に
柏
木
を
積
み
上

げ
白
泥
で
塗
り
固
め
た
�
宮
が
作
ら
れ
、
柩
は
そ
の
中
に
安
置
さ
れ
て
い
る
（
１２
）
。
つ

ま
り
殯
は
死
者
の
邸
宅
の
内
部
で
お
こ
な
わ
れ
る
の
で
あ
り
、
艇
止
山
遺
跡
の
よ

う
に
あ
え
て
埋
葬
地
の
附
近
に
殯
殿
が
設
け
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
。

前
掲
の
『
隋
書
』
高
麗
伝
に
は
「
死
者
殯
於
屋
内
」
と
あ
る
。
同
書
倭
国
伝
が

「
貴
人
三
年
殯
於
外
」
と
し
て
い
る
の
と
対
比
さ
せ
る
と
、
倭
国
が
屋
外
で
殯
を

お
こ
な
う
の
に
対
し
、
高
句
麗
や
百
済
で
は
何
ら
か
の
建
物
内
で
殯
を
お
こ
な
う
、

と
い
う
意
味
に
も
と
れ
る
が
、
一
方
で
、
生
前
居
所
内
で
殯
を
お
こ
な
う
こ
と
を

示
し
て
い
る
と
解
釈
す
る
こ
と
も
で
き
る
だ
ろ
う
。
ち
な
み
に
『
三
国
史
記
』
に

は
殯
に
関
す
る
記
述
は
見
ら
れ
ず
、『
三
国
遺
事
』
に
は
巻
二
駕
洛
国
記
に
「
殯

宮
」
の
語
句
が
見
え
る
が
、
こ
れ
は
殯
儀
礼
と
は
無
関
係
に
、
墓
を
指
す
も
の
と

考
え
て
よ
か
ろ
う
。
後
代
の
史
料
を
見
る
と
、
た
と
え
ば
『
高
麗
史
』
巻
六
四
国

恤
に
は
「
殯
于
宣
徳
殿
」「
殯
于
大
内
」「
殯
于
淑
妃
金
氏
第
」
な
ど
と
、
殯
儀
礼

に
関
す
る
多
く
の
記
事
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
宮
殿
や

邸
宅
な
ど
、
死
者
の
生
前
居
所
で
営
ま
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

こ
う
し
て
見
て
く
る
と
、
朝
鮮
半
島
に
お
い
て
も
生
前
居
所
に
お
け
る
殯
が
一

般
的
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
は
な
ぜ
、
艇
止
山
遺
跡

を
殯
殿
に
比
定
す
る
発
想
が
生
ま
れ
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
発
掘
報
告
書
を
は

じ
め
と
す
る
殯
殿
説
の
諸
論
文
を
見
る
と
、
殯
の
施
設
に
関
し
て
は
後
述
の
泉
森

皎
氏
・
久
保
哲
三
氏
・
和
田
萃
氏
等
の
論
文
が
参
照
さ
れ
て
い
る
。
殯
殿
を
生
前

居
所
で
は
な
く
埋
葬
地
附
近
に
求
め
る
発
想
に
は
、
ど
う
も
日
本
の
事
例
が
参
考

と
さ
れ
て
い
る
ら
し
い
。
し
か
し
、
そ
の
日
本
の
事
例
は
果
た
し
て
盤
石
な
も
の

と
言
え
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

そ
こ
で
以
下
で
は
、
殯
の
お
こ
な
わ
れ
た
場
所
を
め
ぐ
る
、
日
本
の
考
古
学
研

図９ 「大唐元陵儀注」啓殯朝廟
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究
と
万
葉
集
研
究
の
動
向
を
改
め
て
見
直
し
て
い
く
こ
と
で
、
日
本
に
お
け
る

「
埋
葬
地
附
近
に
お
け
る
殯
」
の
評
価
に
つ
い
て
、
再
検
討
し
て
い
き
た
い
。
以

下
の
叙
述
で
は
、
喪
屋
・
殯
屋
・
殯
宮
・
殯
殿
な
ど
の
用
語
が
混
在
し
て
い
る
が
、

こ
れ
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
の
場
面
で
参
照
す
る
史
料
や
論
文
の
表
記
を
そ
の
ま
ま
尊
重

し
た
も
の
で
あ
り
、
本
稿
で
は
特
に
区
別
せ
ず
に
い
ず
れ
も
基
本
的
に
は
「
殯
の

お
こ
な
わ
れ
た
場
所
」
を
意
味
す
る
も
の
と
し
て
使
用
す
る
。

二

考
古
学
研
究
に
お
け
る
古
墳
周
辺
施
設
と
殯

日
本
古
代
の
場
合
、
殯
に
関
す
る
記
述
は
、
前
述
の
中
国
史
書
の
他
に
も
『
日

本
書
紀
』『
続
日
本
紀
』
な
ど
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
天
皇
の
殯
宮
に
つ
い

て
は
、
和
田
氏
が
「
一
般
的
に
は
崩
御
の
あ
っ
た
宮
の
近
傍
―
南
庭
が
多
い
―
に

新
し
く
起
こ
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
」
と
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
推
古
・
孝
徳
・
天

武
の
「
南
庭
」、
舒
明
の
「
宮
北
」、
天
智
の
「
新
宮
」、
持
統
の
「
西
殿
」
な
ど

は
、
す
べ
て
生
前
の
居
所
で
あ
る
宮
内
や
そ
の
周
辺
に
殯
宮
が
設
営
さ
れ
た
こ
と

を
指
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
（
１３
）
。
他
に
も
欽
明
の
「
河
内
古
市
」、
敏
達
の

「
広
瀬
」、
斉
明
の
「
飛
鳥
川
原
」
な
ど
が
あ
る
が
、
そ
の
具
体
的
な
場
所
や
設
営

方
法
、
ま
た
天
皇
以
外
の
殯
の
場
所
に
つ
い
て
も
、
ほ
と
ん
ど
記
述
が
残
さ
れ
て

い
な
い
。

一
方
で
、
考
古
学
研
究
の
立
場
か
ら
は
、
殯
の
お
こ
な
わ
れ
た
建
物
（
喪
屋
・

殯
屋
）
の
遺
構
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
も
の
が
存
在
す
る
。
た
と
え
ば
泉
森
皎
氏
は
、

古
墳
お
よ
び
古
墳
群
内
か
ら
検
出
さ
れ
る
、
古
墳
と
同
時
期
で
し
か
も
単
独
で
存

在
す
る
住
居
址
に
つ
い
て
、
こ
れ
を
「
喪
屋
、
殯
屋
」
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
を

提
唱
し
て
い
る
（
１４
）
。
特
に
、
焚
火
跡
や
カ
マ
ド
遺
構
を
持
つ
も
の
を
重
視
し
、
殯
に

「
焚
火
を
伴
う
祭
祀
」
が
附

属
し
て
い
た
も
の
と
論
じ
る
。

久
保
哲
三
氏
は
泉
森
氏
の
見

解
を
受
け
、
炉
や
カ
マ
ド
を

も
つ
竪
穴
に
つ
い
て
は
一
般

の
住
居
と
考
え
る
こ
と
が
で

き
る
が
、
そ
れ
ら
を
除
け
ば

「
古
墳
と
密
接
な
関
係
を
も

つ
建
物
で
喪
屋
の
可
能
性
も

大
き
い
」
と
し
て
い
る
（
１５
）
。
土

生
田
純
之
氏
も
泉
森
説
を
支

図１０ 泉森氏の指摘する古墳周辺「喪屋」の一例
（上：金沢市七ッ塚墳墓群 下：安保山古墳群）

図１１ 土生田氏の指摘する古墳主体部「喪
屋」の一例（幣旗邸古墳１号墳）
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持
し
つ
つ
、
喪
屋
の
存
在
形
態
に
つ
い
て
別
の
可
能
性
も
提
起
し
て
い
る
（
１６
）
。
す
な

わ
ち
、
古
墳
の
主
体
部
を
囲
ん
で
柱
穴
が
掘
ら
れ
、
墳
丘
完
成
後
は
封
土
で
覆
わ

れ
て
い
る
事
例
に
注
目
し
、
こ
れ
を
古
墳
予
定
地
に
喪
屋
が
構
築
さ
れ
、
モ
ガ
リ

（
殯
）
終
了
後
に
喪
屋
を
撤
去
し
て
古
墳
を
完
成
さ
せ
た
も
の
と
理
解
す
る
の
で

あ
る
。
和
田
萃
氏
も
こ
う
し
た
考
古
学
研
究
の
成
果
を
受
け
、
墳
丘
上
や
古
墳
の

近
く
に
営
ま
れ
た
喪
屋
の
事
例
を
紹
介
す
る
（
１７
）
。

泉
森
・
久
保
両
氏
の
論
文
で
は
、
と
も
に
斎
藤
忠
「
埋
葬
の
儀
礼
」
の
次
の
一

節
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。

喪
屋
そ
の
も
の
の
痕
跡
を
、
考
古
学
の
上
か
ら
確
認
す
る
段
階
に
は
至
っ
て

い
な
い
。
将
来
古
墳
の
付
近
な
ど
で
、
簡
単
な
施
設
の
建
物
跡
の
存
在
が
み

と
め
ら
れ
、
し
か
も
そ
ば
で
火
を
焚
い
た
と
か
、
供
餐
し
た
と
か
、
そ
の
他

の
儀
礼
的
な
行
為
の
痕
跡
が
何
等
か
の
形
で
検
出
さ
れ
る
な
ら
ば
、
あ
る
い

は
喪
屋
の
跡
に
推
定
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
（
１８
）
。

こ
う
し
た
喪
屋
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
が
、
古
墳
周
辺
に
殯
の
痕
跡
を
探
し
求
め

よ
う
と
す
る
今
日
の
考
古
学
研
究
の
原
点
に
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
う
し
た
古
墳
周
辺
施
設
に
お
い
て
殯
が
お
こ
な
わ
れ
た
と
す
る

説
に
対
し
、
文
献
と
遺
跡
と
を
総
合
的
に
見
直
し
て
批
判
を
加
え
た
の
が
、
田
中

良
之
氏
で
あ
る
（
１９
）
。
田
中
氏
は
ま
ず
『
日
本
書
紀
』
の
記
述
か
ら
、「
殯
の
場
所

（
殯
宮
・
喪
屋
）
が
居
住
区
（
宮
）
と
近
い
場
合
は
あ
っ
て
も
、
墳
墓
の
近
く
で

殯
を
し
た
例
が
な
い
こ
と
」
を
確
認
し
た
上
で
、
前
述
の
泉
森
説
・
土
生
田
説
を

検
証
し
て
い
く
。
泉
森
説
に
つ
い
て
は
、
殯
に
伴
う
儀
礼
行
為
の
痕
跡
（
儀
礼
関

係
の
出
土
遺
物
な
ど
）
が
見
え
ず
、
ま
た
「
個
々
の
古
墳
に
対
応
し
て
存
在
す
る

こ
と
も
な
く
、
と
う
て
い
殯
屋
・
喪
屋
と
し
て
の
条
件
を
満
た
し
て
い
る
と
は
い

え
な
い
。
む
し
ろ
古
墳
造
営
の
際
の
資
材
置
き
場
や
作
業
小
屋
、
墓
守
の
よ
う
な

古
墳
（
群
）
の
管
理
施
設
の
可
能
性
」
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
ま
た
土
生
田

説
に
つ
い
て
は
、
喪
屋
と
さ
れ
る
柱
穴
は
主
体
部
が
あ
る
程
度
完
成
し
た
段
階
の

も
の
で
あ
り
、
被
葬
者
の
死
後
す
ぐ
に
安
置
す
る
の
は
難
し
く
、
た
と
え
生
前
に

墓
の
築
造
が
進
め
ら
れ
て
い
た
と
し
て
も
、
墳
丘
上
で
の
殯
は
工
事
の
進
行
と
遺

体
の
保
守
・
管
理
の
面
か
ら
難
が
あ
る
と
指
摘
す
る
。
ま
た
主
体
部
を
囲
う
柱
穴

の
あ
り
方
も
遺
跡
に
よ
り
多
様
で
、
主
体
部
構
築
の
際
の
覆
い
屋
な
ど
、
様
々
な

可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
こ
と
を
論
じ
て
い
る
。
説
得
力
の
あ
る
指
摘
と
言
え
よ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
考
古
学
の
成
果
に
も
と
づ
く
「
埋
葬
地
附
近
に
お
け
る
殯
」
の

主
張
は
、
必
ず
し
も
十
分
な
根
拠
を
持
つ
も
の
で
は
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ

て
き
て
お
り
、
艇
止
山
遺
跡
の
評
価
に
お
い
て
も
無
批
判
に
参
照
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
の
で
あ
る
。

三

万
葉
挽
歌
に
み
る
皇
子
・
皇
女
の
「
殯
宮
」

１

建
王
の
「
起
殯
而
収
」

殯
宮
の
立
地
に
つ
い
て
、
和
田
萃
氏
は
「
一
般
的
に
は
崩
御
の
あ
っ
た
宮
の
近

傍
―
南
庭
が
多
い
―
に
新
し
く
起
こ
さ
れ
た
」
と
し
つ
つ
も
、「
例
外
的
に
殯
宮

と
葬
地
が
近
接
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
事
例
も
あ
る
」
と
し
て
建
王
と
草
壁
皇

子
の
事
例
を
挙
げ
、「
文
献
資
料
か
ら
、
殯
宮
の
場
所
と
葬
地
が
近
接
し
て
い
る

こ
と
の
知
ら
れ
る
の
は
こ
の
二
例
の
み
で
あ
る
が
、
あ
る
い
は
当
時
か
な
り
普
遍

的
に
行
な
わ
れ
た
例
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
」
と
し
て
い
る
（
２０
）
。

建
王
は
、『
日
本
書
紀
』
天
智
天
皇
七
年
（
六
六
八
）
二
月
戊
寅
条
に
よ
れ
ば

中
大
兄
皇
子
（
後
の
天
智
天
皇
）
と
蘇
我
山
田
石
川
麻
呂
大
臣
女
で
あ
る
遠
智
娘

と
の
間
の
子
で
、
後
に
持
統
天
皇
と
な
る
鸕
野
皇
女
と
は
同
腹
の
兄
弟
に
あ
た
り
、

「
唖
不
能
語
」
と
さ
れ
る
。
祖
母
の
斉
明
天
皇
に
可
愛
が
ら
れ
た
ら
し
く
、
生
前
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は
後
飛
鳥
岡
本
宮
に
居
し
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
が
、
斉
明
天
皇
四
年

（
六
五
八
）
五
月
に
八
歳
で
歿
す
る
。

皇
孫
建
王
、
年
八
歳
薨
。
今
城
谷
上
、
起
殯
而
収
。
天
皇
、
本
以
皇
孫
有
順
、

而
器
重
之
。
故
不
忍
哀
、
傷
慟
極
甚
。
詔
群
臣
曰
、「
萬
歳
千
秋
之
後
、
要

合
葬
於
朕
陵
」。
廼
作
歌
曰
（
後
略
）

（『
日
本
書
紀
』
斉
明
天
皇
四
年
五
月
条
（
２１
）
）

建
王
は
今
城
の
谷
の
上
に
「
殯
を
起
て
て
収
」
め
ら
れ
、
幼
い
孫
の
死
を
憐
れ

む
斉
明
天
皇
は
、
群
臣
に
詔
し
て
「
万
歳
千
秋
の
後
に
（
私
が
死
ん
だ
後
に
は
）、

必
ず
私
の
陵
に
建
王
を
合
葬
す
る
よ
う
に
」
と
命
じ
て
い
る
。
後
略
部
で
は
続
け

て
、「
今
城
な
る

小
丘
が
上
に

雲
だ
に
も

著
く
し
立
た
ば

何
か
嘆
か
む

（
今
城
の
小
丘
の
上
に
せ
め
て
雲
だ
け
で
も
、
は
っ
き
り
立
つ
な
ら
何
の
嘆
く
こ

と
が
あ
ろ
う
）」
と
い
っ
た
歌
を
詠
ん
で
は
悲
し
み
泣
い
た
と
記
し
て
い
る
。
同

年
十
月
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

幸
紀
温
湯
。
天
皇
憶
皇
孫
建
王
、
愴
爾
悲
泣
。（
後
略
）

（『
日
本
書
紀
』
斉
明
天
皇
四
年
十
月
朔
甲
子
条
）

紀
温
湯
（
和
歌
山
県
の
白
浜
温
泉
）
に
行
幸
し
た
斉
明
は
、
建
王
を
思
い
出
し

て
悲
し
み
に
暮
れ
る
。
後
略
部
で
は
続
け
て
歌
を
詠
じ
、「
山
越
え
て

海
渡
る

と
も

お
も
し
ろ
き

今
城
の
中
は

忘
ら
ゆ
ま
し
じ
（
こ
の
よ
う
に
山
を
越
え

海
を
渡
り
面
白
い
旅
を
し
て
も
、
建
王
の
い
た
あ
の
今
城
の
中
の
こ
と
は
忘
れ
ら

れ
な
い
だ
ろ
う
）」
な
ど
と
詠
っ
て
い
る
。

斉
明
天
皇
は
七
年
（
六
六
一
）
七
月
、
百
済
救
援
の
た
め
に
赴
い
た
筑
紫
で
急

死
し
、
遺
体
は
都
へ
と
運
ば
れ
て
十
一
月
に
飛
鳥
川
原
で
殯
が
お
こ
な
わ
れ
た
。

天
智
天
皇
六
年
（
六
六
七
）
二
月
戊
午
条
に
は

合
葬
天
豊
財
重
日
足
姫
天
皇
與
間
人
皇
女
於
小
市
岡
上
陵
。
是
日
、
以
皇
孫

大
田
皇
女
、
葬
於
陵
前
之
墓
。（
後
略
）

と
あ
っ
て
、
小
市
岡
上
陵
（
延
喜
諸
陵
式
で
は
「
越
智
崗
上
陵
」）
に
娘
の
間
人

皇
女
と
孫
の
大
田
皇
女
と
と
も
に
葬
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
近
年
の
発
掘
調
査

に
よ
り
、
奈
良
県
高
市
郡
明
日
香
村
の
牽
牛
子
塚
古
墳
が
そ
の
推
定
地
と
さ
れ
て

い
る
。

さ
て
問
題
と
な
る
の
は
、
四
年
五
月
条
の
建
王
を
今
城
の
地
に
「
殯
を
起
て
て

収
」
め
た
と
す
る
記
事
を
、
殯
宮
の
設
営
と
見
る
か
、
葬
地
へ
の
埋
葬
と
見
る
か
、

と
い
う
点
で
あ
る
。
和
田
氏
は
こ
れ
を
文
字
通
り
殯
宮
の
設
営
と
し
た
上
で
、
十

月
甲
子
条
の
紀
温
湯
行
幸
で
の
歌
か
ら
同
じ
今
城
に
葬
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
と

し
、
殯
宮
と
葬
地
が
近
接
し
て
い
た
事
例
と
す
る
。

今
城
が
建
王
の
葬
地
（
少
な
く
と
も
初
葬
の
地
）
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
実
で
あ

ろ
う
。
と
い
う
の
も
、
建
王
歿
時
に
は
「
万
歳
千
秋
の
後
」
と
さ
れ
た
斉
明
天
皇

の
死
去
と
斉
明
陵
へ
の
合
葬
を
見
込
ん
で
、
そ
れ
ま
で
埋
葬
せ
ず
に
殯
の
状
態
を

継
続
す
る
と
は
考
え
が
た
い
か
ら
で
あ
る
。
た
だ
し
斉
明
陵
へ
の
合
葬
に
つ
い
て

は
記
録
が
な
く
、
実
現
し
た
か
ど
う
か
は
不
明
で
は
あ
る
が
。

と
こ
ろ
で
、「
殯
を
起
て
て
収
」
め
た
後
に
、
改
め
て
埋
葬
を
お
こ
な
っ
た
と

す
る
記
録
は
見
当
た
ら
な
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
、「
殯
を
起
て
て
収
む
」
が
殯
宮

の
設
営
で
は
な
く
、
墓
所
へ
の
埋
葬
そ
の
も
の
を
指
し
て
い
る
可
能
性
が
出
て
く

る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
「
殯
」
が
殯
宮
を
示
す
の
か
、
あ
る
い
は
墓
所
を
示
す

の
か
、
他
の
事
例
と
合
わ
せ
て
再
検
討
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

２

万
葉
集
の
「
殯
宮
」

次
に
、『
万
葉
集
』
に
見
え
る
三
つ
の
「
殯
宮
」
事
例
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
（
２２
）
。

い
ず
れ
も
柿
本
人
麻
呂
に
よ
る
挽
歌
の
題
詞
部
分
に
登
場
す
る
（
２３
）
。

日
並
皇
子
尊
の
殯
宮
の
時
に
、
柿
本
朝
臣
人
麻
呂
の
作
り
し
歌
一
首

短
歌

を
幷
せ
た
り
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（
中
略
）
い
か
さ
ま
に

思
ほ
し
め
せ
か

つ
れ
も
な
き

真
弓
の
岡
に

宮
柱

太
敷
き
い
ま
し

み
あ
ら
か
を

高
知
り
ま
し
て

朝
言
に

御
言

問
は
さ
ず

日
月
の

ま
ね
く
な
り
ぬ
れ

そ
こ
故
に

皇
子
の
宮
人

行

く
へ
知
ら
ず
も

（
巻
二
―
一
六
七
）

天
武
天
皇
と
鸕
野
皇
后
（
後
の
持
統
天
皇
）
の
子
で
あ
る
草
壁
皇
子
（
日
並
皇

子
尊
）
は
、
持
統
三
年
（
六
八
九
）
四
月
乙
未
、
お
そ
ら
く
は
生
前
居
所
の
島
宮

に
お
い
て
歿
し
た
。
延
喜
諸
陵
式
に
よ
れ
ば
、
大
和
国
高
市
郡
の
「
真
弓
丘
陵
」

に
葬
ら
れ
た
と
さ
れ
て
お
り
、
歌
中
の
「
真
弓
の
岡
」（
波
線
部
）
と
の
一
致
が

注
意
さ
れ
る
（
２４
）
。

同
じ
く
天
武
天
皇
の
子
で
あ
る
高
市
皇
子
は
、
持
統
十
年
（
六
九
六
）
七
月
庚

戌
に
歿
し
た
が
、
そ
の
場
所
は
お
そ
ら
く
生
前
居
所
の
香
久
山
宮
で
あ
っ
た
ろ
う
。

延
喜
諸
陵
式
に
よ
れ
ば
墓
所
は
大
和
国
広
瀬
郡
の
「
三
立
岡
墓
」
と
あ
る
。
題
詞

に
あ
る
「
城
上
の
殯
宮
」
は
大
和
国
広
瀬
郡
に
所
在
す
る
と
し
て
、
墓
所
と
近
接

し
て
い
た
と
す
る
見
解
も
出
さ
れ
て
い
る
（
２５
）
。

高
市
皇
子
尊
の
城
上
の
殯
宮
の
時
に
、
柿
本
朝
臣
人
麻
呂
の
作
り
し
歌
一
首

短
歌
を
幷
せ
た
り

（
中
略
）
我
が
大
君

皇
子
の
御
門
を

神
宮
に

装
ひ
ま
つ
り
て

使
は

し
し

御
門
の
人
も

白
た
へ
の

麻
衣
着
て

埴
安
の

御
門
の
原
に

あ
か
ね
さ
す

日
の
こ
と
ご
と

鹿
じ
も
の

い
這
ひ
伏
し
つ
つ

ぬ
ば
た

ま
の

夕
に
至
れ
ば

大
殿
を

振
り
放
け
見
つ
つ

鶉
な
す

い
這
ひ
も

と
ほ
り

侍
へ
ど

侍
ひ
え
ね
ば

春
鳥
の

さ
ま
よ
ひ
ぬ
れ
ば

嘆
き
も

い
ま
だ
過
ぎ
ぬ
に

思
ひ
も

い
ま
だ
尽
き
ね
ば

言
さ
へ
く

百
済
の

原
ゆ

神
葬
り

葬
り
い
ま
せ
て

あ
さ
も
よ
し

城
上
の
宮
を

常
宮
と

高
く
ま
つ
り
て

神
な
が
ら

し
づ
ま
り
ま
し
ぬ

し
か
れ
ど
も

我
が

大
君
の

万
代
と

思
ほ
し
め
し
て

作
ら
し
し

香
具
山
の
宮

万
代
に

過
ぎ
む
と
思
へ
や

天
の
ご
と

振
り
放
け
見
つ
つ

玉
だ
す
き

か
け

て
偲
は
む

恐
く
あ
れ
ど
も

（
巻
二
―
一
九
九
）

最
後
は
、
文
武
四
年
（
七
〇
〇
）
四
月
癸
未
に
歿
し
た
天
智
皇
女
の
明
日
香
皇

女
で
あ
る
。

明
日
香
皇
女
の
木

の
殯
宮
の
時
に
、
柿
本
朝
臣
人
麻
呂
の
作
り
し
歌
一
首

短
歌
を
幷
せ
た
り

（
中
略
）
う
つ
そ
み
と

思
ひ
し
時
に

春
へ
に
は

花
折
り
か
ざ
し

秋

立
て
ば

黄
葉
か
ざ
し

し
き
た
へ
の

袖
た
づ
さ
は
り

鏡
な
す

見
れ

ど
も
飽
か
ず

望
月
の

い
や
め
づ
ら
し
み

思
ほ
し
し

君
と
時
ど
き

出
で
ま
し
て

遊
び
た
ま
ひ
し

御
食
向
か
ふ

城
上
の
宮
を

常
宮
と

定
め
た
ま
ひ
て

あ
ぢ
さ
は
ふ

目
言
も
絶
え
ぬ
（
後
略
）（

巻
二
―
一
九
六
）

以
上
の
三
例
の
「
殯
宮
」
を
ど
の
よ
う
に
解
釈
す
る
か
に
つ
い
て
は
、
大
き
く

二
つ
の
見
解
が
対
立
し
て
お
り
、
以
下
で
は
Ａ
説
・
Ｂ
説
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の

主
張
と
根
拠
を
ま
と
め
て
み
た
い
。

３

Ａ
「
殯
宮
」＝

墓
所
説

ま
ず
Ａ
説
は
、
こ
こ
で
の
「
殯
宮
」
は
墓
所
を
指
す
と
理
解
す
る
も
の
で
、
早

く
は
賀
茂
真
淵
（
２６
）
や
本
居
宣
長
（
２７
）
に
よ
っ
て
主
張
さ
れ
、
平
舘
英
子
氏
（
２８
）
や
武
藤
美
也
子

氏
・
風
間
力
三
氏
（
２９
）
に
よ
っ
て
詳
細
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
根
拠
は
お
お
よ
そ

次
の
三
点
に
ま
と
め
ら
れ
る
。

第
一
に
、
高
市
皇
子
と
明
日
香
皇
女
の
挽
歌
題
詞
に
見
え
る
「
城
上
の
殯
宮
」

「
木

の
殯
宮
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
歌
中
の
「
城
上
の
宮
を

常
宮
と

高
く
ま
つ

り
て
」「
城
上
の
宮
を

常
宮
と

定
め
た
ま
ひ
て
」（
波
線
部
）
に
対
応
し
て
い

る
と
考
え
ら
れ
る
。
と
す
る
と
「
常
宮
」
は
、
殯
宮
の
よ
う
な
仮
宮
の
表
現
と
し
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て
は
無
理
が
あ
り
、
墓
所
を
示
し
て
い
る
も
の
と
理
解
す
べ
き
、
と
い
う
も
の
で

あ
る
（
３０
）
。

第
二
に
、
高
市
皇
子
挽
歌
に
は
、
生
前
居
所
た
る
香
久
山
宮
に
お
け
る
殯
儀
礼

の
様
子
が
端
的
に
表
現
さ
れ
て
い
る
と
主
張
す
る
。
具
体
的
に
は
、「
皇
子
の
御

門
を

神
宮
に

装
ひ
ま
つ
り
て
」（
破
線
部
、
以
下
同
じ
）
と
い
う
部
分
が
香

具
山
宮
を
殯
宮
と
し
て
設
え
て
い
る
様
子
を
、「
い
這
ひ
伏
し
つ
つ
」「
い
這
ひ
も

と
ほ
り
」
が
殯
宮
で
の
匍
匐
儀
礼
の
様
子
を
、「
百
済
の
原
ゆ

神
葬
り

葬
り

い
ま
せ
て
」
が
殯
宮
か
ら
墓
所
へ
の
移
動
の
様
子
を
描
い
て
お
り
、
問
題
の
「
城

上
の
宮
を

常
宮
と

高
く
ま
つ
り
て

神
な
が
ら

し
づ
ま
り
ま
し
ぬ
」
の
部

分
は
埋
葬
の
様
子
を
描
い
た
も
の
と
解
釈
す
る
の
で
あ
る
（
３１
）
。

第
三
と
し
て
、
題
詞
に
は
「
殯
宮
」
と
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、「
殯
」
字
を

「
葬
」
の
意
味
で
用
い
る
例
は
多
く
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
こ
で
の
「
殯
宮
」

も
そ
の
よ
う
に
解
釈
し
、
墓
所
の
表
現
と
し
て
理
解
す
べ
き
と
す
る
。
例
え
ば
出

土
文
字
資
料
で
も
船
王
後
墓
誌
に
は
「
殯
葬
」
と
あ
り
、
伊
福
吉
部
徳
足
比
売
墓

誌
に
は
「
火
葬
即
殯
此
処
」
と
あ
る
な
ど
、
こ
れ
ら
は
明
ら
か
に
「
殯
」
を

「
葬
」
と
同
義
で
使
用
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
事
例
は
漢
籍
に
も
多
く
見
る
こ
と

が
で
き
、
一
般
的
な
用
例
で
あ
っ
た
こ
と
を
論
じ
る
（
３２
）
。

４

Ｂ
「
殯
宮
」＝

殯
を
お
こ
な
う
場
所
説

こ
の
Ａ
説
に
対
し
、
現
在
お
そ
ら
く
通
説
と
さ
れ
、
大
多
数
の
注
釈
書
で
も
採

ら
れ
て
い
る
Ｂ
説
は
、
こ
れ
を
文
字
通
り
「
殯
を
お
こ
な
う
場
所
」
と
み
な
す
見

解
で
あ
る
。
代
表
的
な
と
こ
ろ
で
は
渡
瀬
昌
忠
氏
（
３３
）
・
身
�
壽
氏
（
３４
）
・
上
野
誠
氏
（
３５
）
な
ど

が
言
及
し
て
い
る
。
そ
の
根
拠
を
以
下
に
ま
と
め
て
み
よ
う
。

第
一
に
、
高
市
皇
子
と
明
日
香
皇
女
の
挽
歌
に
あ
る
「
常
宮
」
の
解
釈
に
つ
い

て
で
あ
る
。
渡
瀬
氏
は
、
確
か
に
「「
永
久
不
変
の
御
殿
」
の
意
で
、
宮
殿
を
ほ

め
る
こ
と
ば
」
で
は
あ
る
も
の
の
、「
む
し
ろ
急
造
さ
れ
た
離
宮
に
対
す
る
特
殊

な
ほ
め
こ
と
ば
」
で
あ
る
と
す
る
（
３６
）
。

万
葉
集
に
は
上
記
二
例
の
他
に
も
う
ひ
と
つ
、
神
亀
元
年
（
七
二
四
）
十
月
に

聖
武
天
皇
が
紀
伊
へ
行
幸
し
た
際
に
、
従
駕
し
た
山
部
赤
人
が
作
っ
た
長
歌
の
中

で
、
天
皇
の
離
宮
を
ほ
め
て
「
常
宮
」
の
語
を
使
用
し
て
い
る
事
例
が
あ
る
（
巻

六
―
九
一
七
）。
こ
こ
で
も
行
幸
先
の
一
時
的
な
頓
宮
を
指
し
て
「
常
宮
」
と
表

現
し
て
い
る
こ
と
に
注
目
す
べ
き
で
あ
る
と
し
、
ま
た
日
並
皇
子
の
舎
人
が
詠
む

「
外
に
見
し

真
弓
の
岡
も

君
ま
せ
ば

常
つ
御
門
と

侍
宿
す
る
か
も
」（
巻

二
―
一
七
四
）
の
中
の
「
常
つ
御
門
」
も
、
や
は
り
同
様
に
殯
宮
を
指
す
も
の
と

す
る
。

身
�
氏
は
渡
瀬
説
を
支
持
し
つ
つ
も
、
草
壁
皇
子
・
高
市
皇
子
・
明
日
香
皇
女

の
殯
宮
が
墳
墓
建
設
予
定
地
に
設
営
さ
れ
た
と
し
た
上
で
、「
常
宮
」
の
表
現
に

つ
い
て
は
、「
殯
宮
と
陵
墓
と
を
一
体
視
し
や
す
い
状
況
」
か
ら
は
「
き
わ
め
て

自
然
な
こ
と
」
と
す
る
（
３７
）
。
上
野
氏
は
「〈
死
せ
る
皇
子
・
皇
女
〉
の
宮
と
い
う
意

識
が
働
い
て
い
る
」
と
論
じ
る
（
３８
）
。

第
二
に
、
高
市
皇
子
の
生
前
居
所
に
営
ま
れ
た
「
神
宮
」
で
く
り
広
げ
ら
れ
る

儀
式
は
、
死
の
直
後
の
呪
術
・
儀
礼
で
あ
っ
て
、
殯
と
は
別
の
儀
式
で
あ
る
と
す

る
。
渡
瀬
氏
は
、「
殯
宮
の
準
備
期
間
で
も
あ
る
こ
の
数
日
な
い
し
十
数
日
は
、

屍
は
、
死
者
生
前
の
居
所
で
、
招
魂
呪
術
や
殯
へ
の
通
過
儀
礼
を
受
け
た
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。
高
市
皇
子
の
殯
宮
の
時
の
挽
歌
に
お
け
る
「
神
宮
」
は
、
ま
さ
に
、

そ
う
し
た
場
所
と
し
て
装
わ
れ
た
薨
所
「
香
久
山
の
宮
」
で
あ
り
、「
使
は
し
し

御
門
の
人
」
の
匍
匐
・
哭
も
、
死
の
直
後
の
呪
術
・
儀
礼
な
の
で
あ
っ
た
」
と
述

べ
る
（
３９
）
。

第
三
に
、
城
上
宮
（＝

「
城
上
の
宮
」「
木
上
の
宮
」「
木

の
宮
」）
の
存
在

形
態
に
つ
い
て
で
あ
る
。
渡
瀬
氏
は
、
明
日
香
皇
女
挽
歌
に
は
「
君
と
時
ど
き
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出
で
ま
し
て

遊
び
た
ま
ひ
し

御
食
向
か
ふ

城
上
の
宮
を

常
宮
と

定
め

た
ま
ひ
て
」
と
あ
り
、
こ
こ
か
ら
、
殯
宮
は
皇
女
夫
妻
が
生
前
に
出
遊
し
た
城
上

の
宮
に
設
営
さ
れ
た
と
解
釈
し
、
お
そ
ら
く
は
皇
女
の
別
宮
・
離
宮
で
あ
っ
た
既

存
の
宮
殿
が
、
一
時
的
に
高
市
皇
子
、
そ
し
て
明
日
香
皇
女
の
殯
宮
と
し
て
利
用

さ
れ
た
と
解
釈
す
る
。

上
野
氏
は
渡
瀬
説
を
ふ
ま
え
つ
つ
、
さ
ら
に
具
体
的
に
論
を
進
め
る
。
長
屋
王

家
木
簡
に
は
「
木
上
」「
城
上
」
の
記
述
が
見
え
、「
木
上
司
」「
木
上
御
馬
司
」

な
ど
と
呼
ば
れ
る
長
屋
王
家
の
家
政
機
関
の
出
先
が
存
在
し
、
京
内
の
長
屋
王
宅

に
様
々
な
物
品
を
搬
入
し
て
い
た
ら
し
い
こ
と
が
わ
か
る
。
上
野
氏
は
こ
れ
を
王

家
が
統
括
・
管
理
・
所
有
す
る
「
京
外
の
宮
」
の
一
つ
で
あ
る
「
城
上
宮
」
で
あ

る
と
し
て
、
父
で
あ
る
高
市
皇
子
か
ら
長
屋
王
が
相
続
し
た
も
の
と
理
解
す
る
。

城
上
宮
は
、
高
市
皇
子
か
ら
妃
で
あ
る
御
名
部
内
親
王
を
介
し
て
、
二
人
の
間
の

子
で
あ
る
長
屋
王
へ
と
継
承
さ
れ
た
と
し
、
明
日
香
皇
女
は
御
名
部
内
親
王
と
は

姉
妹
の
関
係
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
ゆ
か
り
で
殯
宮
が
城
上
宮
で
営
ま
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
も
の
と
推
定
す
る
。

５

Ａ
説
を
採
る
根
拠

以
上
の
Ａ
説
・
Ｂ
説
は
、
い
ず
れ
も
決
定
的
な
論
拠
を
提
示
で
き
て
い
る
と
は

言
え
ず
、
判
断
は
難
し
い
が
、
こ
こ
で
は
Ａ
説
を
採
り
た
い
と
思
う
。

ま
ず
「
常
宮
」
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
よ
う
。
渡
瀬
氏
は
前
述
の
と
お
り
、
神

亀
元
年
の
紀
伊
行
幸
に
お
け
る
離
宮
に
「
常
宮
」
が
使
用
さ
れ
て
い
る
点
を
重
視

す
る
。神

亀
元
年
甲
子
の
冬
十
月
五
日
、
紀
伊
国
に
幸
し
た
ま
ひ
し
時
に
、
山
部
宿

祢
赤
人
の
作
り
し
歌
一
首

短
歌
を
幷
せ
た
り

や
す
み
し
し

わ
ご
大
君
の

常
宮
と

仕
へ
奉
れ
る

雑
賀
野
ゆ

そ
が

ひ
に
見
ゆ
る

沖
つ
島

清
き
渚
に

風
吹
け
ば

白
波
騒
き

潮
干
れ
ば

玉
藻
刈
り
つ
つ

神
代
よ
り

然
そ
貴
き

玉
津
島
山（

巻
六
―
九
一
七
）

こ
こ
で
「「
常
宮
」
と
た
た
え
ら
れ
る
離
宮
も
実
は
急
造
の
仮
廬
」
で
あ
る
と

し
（
４０
）
、「
常
宮
」
は
現
実
に
は
ご
く
短
期
間
に
過
ぎ
な
い
天
皇
在
所
と
し
て
の
「
離

宮
」
や
「
殯
宮
」
を
、
む
し
ろ
こ
と
さ
ら
に
ほ
め
る
表
現
と
し
て
存
在
し
た
と
論

じ
る
の
で
あ
る
。

『
続
日
本
紀
』
に
は
こ
の
と
き
の
紀
伊
行
幸
に
関
す
る
記
録
が
残
さ
れ
て
い
る
。

十
月
辛
卯
（
五
日
）
条
に
は
「
天
皇
、
紀
伊
国
に
幸
す
」
と
あ
っ
て
行
幸
が
出
立

し
、
癸
巳
（
七
日
）
条
の
「
紀
伊
国
那
賀
郡
の
玉
垣
勾
の
頓
宮
」
を
経
て
、
甲
午

（
八
日
）
条
に
お
い
て
目
的
地
で
あ
る
「
海
部
郡
の
玉
津
嶋
の
頓
宮
」
に
到
着
す

る
。
戊
戌
（
十
二
日
）
条
に
は
「
離
宮
を
岡
の
東
に
造
る
」
と
あ
っ
て
、
完
成
し

た
離
宮
に
頓
宮
か
ら
移
動
し
た
ら
し
く
、
壬
寅
（
十
六
日
）
条
に
は
「
造
離
宮

司
」
ら
に
禄
を
賜
っ
て
い
る
。
聖
武
は
し
ば
ら
く
離
宮
に
滞
在
し
た
後
、
丁
未

（
二
十
一
日
）
条
に
出
立
し
て
「
和
泉
国
の
所
石
の
頓
宮
」
を
経
て
、
己
酉
（
二

十
三
日
）
に
平
城
京
へ
戻
っ
て
い
る
。

岩
波
新
日
本
古
典
文
学
大
系
本
の
註
釈
に
よ
れ
ば
、「
頓
宮
は
行
宮
と
同
じ
で

仮
設
の
宮
、
離
宮
は
今
後
も
使
う
本
格
的
な
建
築
と
、
一
応
区
別
し
う
る
」
と
し

た
上
で
（
４１
）
、「
戊
戌
（
十
二
日
）
に
「
岡
」
の
「
東
」
に
造
っ
た
と
い
う
「
離
宮
」

は
赤
人
の
長
歌
の
な
か
の
「
常
宮
」
で
あ
」
る
と
解
釈
す
る
（
４２
）
。
北
山
茂
夫
氏
も

「「
造
離
宮
司
」
の
設
置
か
ら
考
え
て
、
従
駕
し
た
赤
人
の
う
た
う
「
雑
賀
野
」
の

「
常
宮
」
は
、
単
な
る
頓
宮
で
は
な
く
、
離
宮
と
し
て
の
規
模
を
そ
な
え
た
も
の

で
あ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
」
と
す
る
（
４３
）
。

こ
れ
ら
の
見
解
を
ふ
ま
え
れ
ば
、
確
か
に
都
城
の
宮
殿
と
比
べ
る
と
短
い
建
設

期
間
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
が
、
造
離
宮
司
を
任
命
し
て
造
営
さ
れ
た
も
の
で
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あ
り
、「
急
造
の
仮
廬
」
と
ま
で
は
言
え
な
い
だ
ろ
う
。
ま
た
聖
武
は
壬
寅
（
十

六
日
）
条
の
詔
で
、
守
戸
を
置
い
て
当
地
の
荒
穢
を
防
ぐ
こ
と
、
春
秋
二
時
に
遣

使
し
て
土
地
の
神
を
祭
る
こ
と
を
命
じ
て
い
る
。
こ
う
し
た
措
置
か
ら
も
、
造
営

し
た
離
宮
は
今
回
限
り
で
は
な
く
、
今
後
も
活
用
す
る
こ
と
を
意
図
し
て
い
た
も

の
と
推
測
で
き
よ
う
。
そ
の
よ
う
な
性
格
の
離
宮
を
表
現
し
た
「
常
宮
」
を
、
埋

葬
ま
で
の
一
時
的
施
設
で
あ
る
殯
宮
に
対
す
る
表
現
と
、
同
列
に
論
じ
る
こ
と
は

で
き
な
い
と
考
え
る
。

次
に
、
高
市
皇
子
の
生
前
居
所
に
設
営
さ
れ
た
「
神
宮
」
で
の
儀
式
に
つ
い
て
、

Ｂ
説
で
は
屍
を
殯
宮
に
移
す
ま
で
の
死
の
直
後
の
儀
礼
と
論
じ
る
が
、
殯
宮
儀
礼

に
先
立
つ
そ
う
し
た
儀
礼
の
存
在
を
具
体
的
に
示
す
史
料
は
な
い
。
一
方
で
Ａ
説

は
、
殯
宮
の
設
営
か
ら
匍
匐
を
含
む
殯
儀
礼
の
執
行
、
墓
所
へ
の
移
動
（
葬
列
）、

埋
葬
ま
で
を
具
体
的
に
読
み
と
っ
て
お
り
、
Ｂ
説
の
批
判
は
こ
れ
を
覆
す
だ
け
の

説
得
力
が
あ
る
と
は
言
え
ま
い
。

城
上
宮
を
め
ぐ
る
問
題
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
長
屋
王
家
木
簡
に
は
「
木
上
」

「
城
上
」
の
記
述
は
見
え
る
も
の
の
、「
木
上
宮
」「
城
上
宮
」
と
す
る
も
の
は
無

く
、
あ
く
ま
で
長
屋
王
家
に
関
わ
る
何
ら
か
の
拠
点
が
存
在
す
る
こ
と
を
示
す
に

過
ぎ
な
い
。
こ
れ
を
父
高
市
皇
子
の
城
上
宮
と
結
び
つ
け
る
の
に
は
無
理
が
あ
ろ

う
。ま

た
Ｂ
説
で
は
、
城
上
宮
を
既
存
の
宮
殿
と
し
た
上
で
、
高
市
皇
子
と
明
日
香

皇
女
と
が
一
時
的
に
そ
の
場
所
を
殯
宮
と
し
て
利
用
し
た
も
の
と
理
解
す
る
。
既

存
の
宮
殿
と
す
る
の
は
明
日
香
皇
女
の
挽
歌
に
よ
る
も
の
で
、「
君
と
時
ど
き

出
で
ま
し
て

遊
び
た
ま
ひ
し

御
食
向
か
ふ

城
上
の
宮
を

常
宮
と

定
め

た
ま
ひ
て
」
を
、
生
前
か
ら
た
び
た
び
出
遊
し
た
「
城
上
の
宮
」、
そ
こ
に
殯
宮

を
設
け
て
、
と
解
釈
す
る
た
め
で
あ
る
。
一
方
で
、
出
遊
の
場
所
は
「
城
上
」
の

地
域
と
漠
然
と
指
し
て
い
る
と
見
て
、
そ
こ
に
「
宮
」（＝

「
常
宮
」）
を
設
け
る
、

と
解
釈
す
る
余
地
も
残
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
う
。
そ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、

「
常
宮
」
を
墓
所
と
解
釈
し
て
も
、
高
市
皇
子
と
明
日
香
皇
女
と
が
同
じ
城
上
の

地
に
営
墓
し
た
こ
と
を
示
す
だ
け
で
、「
高
市
皇
子
の
墓
が
、
明
日
香
皇
女
み
ず

か
ら
の
墓
と
も
な
っ
」
て
し
ま
う
と
の
反
論
（
４４
）
は
当
た
ら
な
い
だ
ろ
う
。

最
後
に
、
Ａ
説
が
主
張
す
る
「
殯
」
と
「
葬
」
と
の
混
用
は
、
改
め
て
事
例
を

示
す
ま
で
も
な
く
、
ご
く
一
般
的
に
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
万
葉
集
の
題
詞
だ

け
を
そ
の
例
外
と
見
る
こ
と
は
で
き
ま
い
。
こ
の
こ
と
は
、
前
述
の
『
日
本
書

紀
』
に
お
け
る
建
王
の
「
起
殯
而
収
」
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
万
葉
挽
歌
研
究
に
よ
る
「
埋
葬
地
附
近
に
お
け
る
殯
」
の
主

張
も
、
非
常
に
危
う
い
根
拠
の
上
に
組
み
立
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
や
は
り
こ

れ
を
無
批
判
に
利
用
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

日
本
の
事
例
を
参
考
に
殯
殿
説
が
主
張
さ
れ
た
艇
止
山
遺
跡
で
あ
っ
た
が
、
そ

の
日
本
の
事
例
自
体
に
多
く
の
問
題
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
き
た
。
そ
れ
で
は

改
め
て
、
艇
止
山
遺
跡
を
ど
の
よ
う
に
評
価
す
べ
き
か
が
問
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

ま
ず
、
殯
殿
説
の
重
要
な
根
拠
と
な
っ
て
い
る
、
武
寧
王
陵
出
土
「
武
寧
王
妃

墓
誌
」（
第
二
石
表
面
）
に
見
え
る
「
居
喪
在
酉
地
」
の
解
釈
に
つ
い
て
考
え
て

み
よ
う
。
艇
止
山
遺
跡
の
発
見
に
先
立
ち
執
筆
さ
れ
た
武
寧
王
陵
の
発
掘
報
告
書

で
は
、「「
居
喪
」
は
つ
ま
り
「
三
年
の
喪
に
服
し
た
」
の
意
で
あ
り
、「
在
酉

地
」
は
正
式
の
葬
礼
以
前
の
仮
埋
葬
つ
ま
り
殯
を
意
味
す
る
。（
中
略
）「
酉
地
」

は
真
西
に
当
た
り
、「
大
墓
」
が
あ
る
「
申
地
」
と
は
ひ
じ
ょ
う
に
近
い
位
置
で

あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
」
と
し
て
お
り
、
ま
さ
に
艇
止
山
遺
跡
の
発
見
を
予
測
し

た
か
の
よ
う
な
解
釈
を
し
て
い
る
。
ま
た
「
こ
こ
で
改
葬
（
中
略
）
と
い
っ
て
い
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る
語
句
は
居
喪
（
３
年：

満
２
年
）
期
間
は
殯
所
に
該
当
す
る
仮
埋
葬
を
行
な
い
、

そ
し
て
３
年
の
喪
を
終
え
た
の
ち
（
中
略
）「
大
墓
」、
つ
ま
り
正
式
に
王
陵
へ
と

移
葬
す
る
意
味
と
解
釈
さ
れ
る
」
と
す
る
（
４５
）
。

つ
ま
り
、
前
掲
の
『
隋
書
』
高
麗
伝
の
「
死
者
殯
於
屋
内
、
経
三
年
、
択
吉
日

而
葬
。
居
父
母
及
夫
之
喪
、
服
皆
三
年
、
兄
弟
三
月
」
と
の
記
述
を
参
照
し
つ
つ
、

「
居
喪
」
と
は
「
三
年
の
服
喪
期
間
」
で
あ
り
、
同
時
に
「
殯
の
期
間
」
を
示
す

も
の
と
解
釈
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
解
釈
は
艇
止
山
遺
跡
発
見
後
も
継

承
さ
れ
、
三
年
の
服
喪
期
間
は
中
国
の
影
響
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
が
、
中
国
で

は
服
喪
期
間
と
埋
葬
ま
で
の
期
間
は
無
関
係
で
あ
り
、
こ
れ
を
一
致
さ
せ
た
点
に

百
済
の
特
徴
が
あ
る
と
す
る
見
解
も
出
さ
れ
て
い
る
（
４６
）
。
そ
れ
ら
を
受
け
て
、
国
立

公
州
博
物
館
で
は
「
居
喪
在
酉
地
」
を
、
冒
頭
に
示
し
た
よ
う
に
「
西
側
の
地
に

（
殯
殿
を
設
置
し
て
）
三
年
喪
を
経
て
」
と
解
釈
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し

こ
の
部
分
に
つ
い
て
は
、
別
の
解
釈
も
可
能
で
は
な
か
ろ
う
か
。

「
居
喪
」
に
つ
い
て
、『
礼
記
』
曲
礼
上
（
４７
）
で
の
用
例
を
見
て
み
よ
う
。

居
喪
之
礼
、
毀
瘠
不
形
、
視
聴
不
衰
、
升
降
不
由
�
階
、
出
入
不
当
門
隧
。

居
喪
之
礼
、
頭
有
創
則
沐
、
身
有
瘍
則
浴
、
有
疾
則
飲
酒
食
肉
、
疾
止
復
初
。

（
服
喪
の
心
得
と
し
て
、
瘠
せ
て
も
骨
が
め
だ
つ
ほ
ど
に
は
な
ら
ず
、
身
が

衰
え
て
も
目
や
耳
の
力
を
そ
こ
な
わ
な
い
。
ま
た
堂
の
昇
降
に
（
主
人
の
用

い
る
）
�
階
に
よ
ら
ず
、
家
を
出
入
り
す
る
の
に
門
の
真
中
を
通
ら
な
い
。

服
喪
の
心
得
と
し
て
、
頭
に
傷
が
つ
い
た
ら
洗
髪
し
、
身
に
瘍
（
で
き
も

の
）
が
あ
れ
ば
入
浴
し
、
ど
こ
か
病
ん
だ
場
合
は
酒
を
飲
み
、
肉
を
食
う
が
、

治
っ
た
ら
元
ど
お
り
に
す
る
。）

こ
こ
で
の
「
居
喪
」
は
、
服
喪
中
の
遺
族
が
倚
廬
（
粗
末
な
居
室
）
に
籠
り
、

謹
慎
生
活
を
お
こ
な
う
こ
と
を
指
し
て
い
る
。
遺
体
の
安
置
さ
れ
て
い
る
場
所
と

倚
廬
と
は
、
全
く
別
の
空
間
で
あ
る
。
ま
た
同
書
喪
大
記
の
孔
頴
達
疏
に
は
「
婦

図１２ 艇止山遺跡（右上：現状 左上：公山城から遺跡を望む、後方は燕尾山 下：遺跡からの眺め）
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人
居
喪
之
地
、
在
房
内
」
と
あ
り
（
４８
）
、
こ
こ
で
も
「
居
喪
」
は
服
喪
の
状
態
を
示
し
、

「
居
喪
之
地
」
は
そ
の
間
の
居
所
（
倚
廬
）
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
参
照
す

れ
ば
、「
武
寧
王
妃
墓
誌
」
の
「
居
喪
在
酉
地
」
も
、「（
王
宮
の
）
酉
地
に
お
い

て
（
倚
廬
を
設
け
、
遺
族
が
）
服
喪
を
お
こ
な
っ
た
」
と
解
釈
す
る
べ
き
で
は
な

か
ろ
う
か
。
試
み
に
中
国
墓
誌
に
お
け
る
「
居
喪
」
の
用
例
を
見
る
と
、
遺
子
が

亡
親
の
た
め
に
服
喪
す
る
場
面
で
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
（
４９
）
、
管
見
の
限
り
、
殯

の
意
味
で
使
用
さ
れ
て
い
る
例
は
見
出
せ
な
い
。

倚
廬
の
場
所
は
、『
礼
記
』
喪
大
記
の
孔
穎
達
疏
に
は
「
中
門
之
外
、
東
牆

下
」
と
あ
り
、『
大
唐
開
元
礼
』
三
品
以
上
之
喪
に
は
「
殯
堂
東
廊
下
、
近
南
、

北
戸
」（
巻
一
三
八
・
廬
次
）
と
あ
る
（
５０
）
。
基
本
的
に
は
邸
宅
内
外
の
東
側
が
意
識

さ
れ
た
よ
う
だ
が
、
武
寧
王
妃
の
場
合
に
は
西
側
（「
酉
地
」）
が
選
ば
れ
た
の
で

あ
ろ
う
。

そ
れ
で
は
、
艇
止
山
遺
跡
が
王
室
の
殯
殿
遺
構
で
は
な
か
っ
た
と
し
た
場
合
、

ど
の
よ
う
な
遺
跡
と
し
て
評
価
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
前
述
の
よ
う
に
、
遺
跡
か

ら
は
蓮
弁
軒
丸
瓦
を
含
む
瓦
片
が
出
土
し
、
瓦
建
物
の
存
在
が
推
測
さ
れ
て
い
る
。

『
日
本
後
紀
』
大
同
元
年
（
八
〇
六
）
四
月
丁
丑
条
に
「
勅
、
備
後
・
安
芸
・
周

防
・
長
門
等
国
駅
館
、
本
備
蕃
客
、
瓦
葺
粉
壁
（
勅
す
ら
く
、
備
後
・
安
芸
・
周

防
・
長
門
等
の
国
の
駅
館
は
、
本
よ
り
蕃
客
に
備
え
、
瓦
葺
し
粉
壁
す
）」
と
あ

る
よ
う
に
、
古
代
に
お
い
て
瓦
葺
建
物
は
、
外
国
使
節
に
対
し
て
威
容
を
整
え
る

役
割
を
果
た
し
た
。
倭
系
を
含
む
各
地
域
の
特
色
を
も
っ
た
土
器
が
出
土
し
て
い

る
こ
と
な
ど
も
考
え
合
わ
せ
る
と
、
本
遺
跡
を
何
ら
か
の
外
交
儀
礼
の
場
と
想
定

す
る
こ
と
も
可
能
だ
ろ
う
。
錦
江
対
岸
に
は
百
済
と
新
羅
の
「
就
利
山
会
盟
」
の

地
と
推
定
さ
れ
て
い
る
燕
尾
山
が
あ
る
こ
と
も
参
照
さ
れ
る
（
５１
）
。
高
台
か
ら
遮
る
も

の
な
く
錦
江
と
対
岸
と
を
見
渡
す
こ
と
が
で
き
る
立
地
は
外
交
の
場
と
し
て
ふ
さ

わ
し
く
、
人
々
が
下
界
か
ら
見
守
る
こ
と
が
で
き
る
最
高
の
舞
台
装
置
と
な
っ
た

こ
と
で
あ
ろ
う
（
５２
）
。

註（
１
）

大
韓
民
国
文
化
財
管
理
局
編
・
永
島
暉
臣
慎
翻
訳

発
掘
調
査
報
告
書

『
武
寧
王
陵
』（
三
和
出
版
社
・
学
生
社
、
一
九
七
四
年
）。

（
２
）

李
宇
泰
（
稲
田
奈
津
子

訳
）「
韓
国
の
買
地
券
」（『
都
市
文
化
研
究
』
一

四
号
、
二
〇
一
二
年
）。

（
３
）

国
立
公
州
博
物
館
＊
（
図
録
）『
国
立
公
州
博
物
館

の
ぞ
き
み
』
二
〇
〇

五
年
。
以
下
、
韓
国
語
文
献
の
引
用
に
際
し
て
は
、
著
者
名
の
後
に
「
＊
」

を
付
記
す
る
。

（
４
）

以
下
、
遺
跡
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
国
立
公
州
博
物
館
＊
（
発
掘
調
査
報

告
書
）『
百
済
の
祭
祀
遺
跡

艇
止
山
』
一
九
九
九
年
、
李
漢
祥
＊
「
発
掘
か

ら
解
釈
ま
で
―
艇
止
山
遺
跡
の
事
例
―
」（
盧
泰
敦
教
授
停
年
紀
念
論
叢
刊

行
委
員
会
編
『
韓
国
古
代
史
研
究
の
資
料
と
解
釈
』
四
季
節
出
版
社
、
二
〇

一
四
年
）
を
参
照
。

（
５
）

註
（
４
）
報
告
書
（
権
五
栄
＊
「
艇
止
山
遺
跡
と
百
済
の
喪
葬
儀
礼
」
を

所
収
）、
李
漢
祥
「
発
掘
か
ら
解
釈
ま
で
―
艇
止
山
遺
跡
の
事
例
―
」
の
他
、

以
下
の
諸
論
文
を
参
照
。
権
五
栄
＊
「
古
代
韓
国
の
喪
葬
儀
礼
」（『
韓
国
古

代
史
研
究
』
二
〇
、
二
〇
〇
〇
年
）、
金
吉
植
＊
「
氷
庫
を
通
し
て
み
た
公

州
艇
止
山
遺
跡
の
性
格
」（『
考
古
学
誌
』
一
二
、
二
〇
〇
一
年
）、
金
吉
植

＊
「
古
代
の
氷
庫
と
喪
葬
礼
」（『
韓
国
考
古
学
報
』
四
七
、
二
〇
〇
二
年
）、

権
五
栄
＊
「
喪
葬
制
を
中
心
に
し
た
武
寧
王
陵
と
南
朝
墓
の
比
較
」（『
百
済

文
化
』
三
一
、
二
〇
〇
二
年
）、
李
漢
祥
＊
「
百
済
の
葬
礼
風
習
」（『
百
済

文
化
史
大
系
研
究
叢
書
１２

百
済
の
文
化
と
生
活
』
忠
清
南
道
歴
史
文
化
研

究
院
、
二
〇
〇
七
年
）。
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（
６
）

註
（
５
）
金
吉
植
「
氷
庫
を
通
し
て
み
た
公
州
艇
止
山
遺
跡
の
性
格
」。

（
７
）

註
（
５
）
金
吉
植
論
文
。
金
吉
植
論
文
で
の
指
摘
に
つ
い
て
は
、
川
村
和

正
「
都
祁
氷
室
の
成
立
と
変
遷
に
つ
い
て
」（『
由
良
大
和
古
代
文
化
研
究
協

会

研
究
紀
要
』
一
〇
、
二
〇
〇
五
年
）
に
お
い
て
詳
し
く
紹
介
さ
れ
て
お
り
、

「
日
本
の
素
掘
り
竪
穴
構
造
の
氷
室
に
近
い
も
の
で
あ
り
、
日
本
の
氷
室
成

立
と
関
係
す
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
」（
八
〇
頁
）
と
の
評
価
が
な
さ
れ

て
い
る
。
な
お
氷
室
は
、「
一
般
に
、
段
丘
や
台
地
の
縁
辺
部
、
尾
根
や
丘

陵
の
緩
斜
面
、
平
場
な
ど
の
高
燥
な
場
所
に
立
地
し
て
」
お
り
（
中
山
晋

「
日
本
古
代
の
氷
室
と
氷
池
」『
立
正
史
学
』
一
一
八
、
二
〇
一
五
年
）、
特

に
朝
鮮
半
島
の
よ
う
に
水
を
通
し
や
す
い
花
崗
岩
が
広
く
分
布
す
る
地
域
で

は
、
斜
面
の
下
部
で
は
地
下
水
が
染
み
て
氷
が
溶
け
や
す
い
た
め
、
比
高
が

小
さ
な
尾
根
部
に
作
ら
れ
る
と
い
う
（
田
中
欣
治
「
氷
室
」〔
藤
岡
謙
二
郎

編
『
講
座
考
古
地
理
学
』
五
、
学
生
社
、
一
九
八
九
年
〕、
相
馬
秀
廣
「
氷

室
雑
感
」〔
平
成
五
年
度
奈
良
女
子
大
学
教
育
研
究
学
内
特
別
経
費
報
告
書

『
奈
良
に
関
す
る
文
化
地
域
学
的
研
究
』、
一
九
九
三
年
〕、
前
掲
川
村
論
文
）。

し
た
が
っ
て
艇
止
山
遺
跡
の
場
合
も
、
丘
陵
上
に
氷
室
が
設
け
ら
れ
た
こ
と

自
体
は
、
十
分
に
可
能
性
を
も
つ
も
の
と
考
え
る
。

（
８
）

小
田
富
士
雄
「
武
寧
王
陵
誌
石
と
王
室
喪
葬
儀
礼
」（『
福
岡
大
学
総
合
研

究
所
報
』
二
四
〇
、
二
〇
〇
〇
年
）
所
引
の
金
元
龍
氏
発
言
、
お
よ
び
金
元

龍
『
韓
国
美
術
シ
リ
ー
ズ
１

武
寧
王
陵
』（
近
藤
出
版
社
、
一
九
七
九
年
）。

（
９
）

和
田
萃
「
殯
の
基
礎
的
考
察
」（『
日
本
古
代
の
儀
礼
と
祭
祀
・
信
仰
』
塙

書
房
、
一
九
九
五
年
、
初
発
表
一
九
六
九
年
）、
一
一
頁
。

（
１０
）

註
（
５
）
権
五
栄
「
古
代
韓
国
の
喪
葬
儀
礼
」。

（
１１
）

竹
内
照
夫
『
新
釈
漢
文
大
系

礼
記
』
上
（
明
治
書
院
、
一
九
七
一
年
）、

一
〇
六
〜
七
頁
。

（
１２
）

金
子
修
一
主
編
『
大
唐
元
陵
儀
注
新
釈
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
一
三
年
）、

一
三
九
〜
一
四
四
頁
（
榊
佳
子
氏
執
筆
部
分
）。

（
１３
）

註
（
９
）
和
田
論
文
、
一
八
〜
九
頁
。

（
１４
）

泉
森
皎
「
古
墳
と
周
辺
施
設
―
古
墳
の
墓
域
と
喪
屋
遺
構
に
つ
い
て
―
」

（
関
西
大
学
文
学
部
考
古
学
研
究
室
編
『
関
西
大
学
考
古
学
研
究
室
開
設
三

十
周
年
記
念

考
古
学
論
叢
』
関
西
大
学
、
一
九
八
三
年
）。

（
１５
）

久
保
哲
三
「
モ
ガ
リ
と
古
墳
」（『
季
刊

考
古
学
』
九
、
一
九
八
四
年
）。

（
１６
）

土
生
田
純
之
「
古
墳
構
築
過
程
に
お
け
る
儀
礼
―
墳
丘
を
中
心
と
し

て
―
」（
金
関
恕
・
置
田
雅
昭
編
集
代
表
『
古
墳
文
化
と
そ
の
伝
統
』
勉
誠

社
、
一
九
九
五
年
）。

（
１７
）

和
田
萃
「
喪
葬
儀
礼
と
埴
輪
群
像
」（
註
（
９
）
著
書
所
収
、
初
発
表
一

九
九
三
年
）。

（
１８
）

斎
藤
忠
「
埋
葬
の
儀
礼
」（『
日
本
古
墳
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六

一
年
）、
二
〇
八
頁
。

（
１９
）

田
中
良
之
「
殯
再
考
」（
小
田
富
士
雄
先
生
退
職
記
念
事
業
会
編
『
福
岡

大
学
考
古
学
論
集
―
小
田
富
士
雄
先
生
退
職
記
念
―
』、
二
〇
〇
四
年
）。

（
２０
）

註
（
９
）
和
田
論
文
、
一
九
頁
。

（
２１
）

日
本
古
典
文
学
大
系
本
６８
『
日
本
書
紀
』
下
（
岩
波
書
店
、
一
九
六
五

年
）。
以
下
の
引
用
も
同
じ
。

（
２２
）

新
日
本
古
典
文
学
大
系
１
・
２
『
萬
葉
集
』
一
・
二
（
岩
波
書
店
、
一
九

九
九
・
二
〇
〇
〇
年
）。

（
２３
）
『
万
葉
集
』
題
詞
に
み
え
る
「
殯
宮
」
の
表
記
は
、
各
種
古
写
本
に
お
い

て
も
同
様
で
あ
っ
た
ら
し
い
（
佐
佐
木
信
綱
・
橋
本
進
吉
・
千
田
憲
・
武
田

祐
吉
・
久
松
潜
一
編
『
校
本
万
葉
集
』
岩
波
書
店
、
一
九
三
二
年
、
新
増
補

版
一
九
七
九
〜
八
二
年
）。
こ
れ
を
「
ア
ラ
キ
ノ
ミ
ヤ
」
と
訓
ん
だ
の
は
本
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居
宣
長
『
古
事
記
伝
』
で
あ
っ
た
。
宣
長
は
、
長
屋
王
の
死
に
対
す
る
倉
橋

部
女
王
の
歌
（
巻
三
―
四
四
一
）
に
「
大
荒
城
」
と
あ
る
の
を
「
オ
ホ
ア
ラ

キ
」
と
訓
み
、
天
智
天
皇
歿
時
に
額
田
王
と
舎
人
吉
年
が
詠
ん
だ
歌
（
巻
二

―
一
五
一
・
一
五
二
）
の
題
詞
に
あ
る
「
大
殯
」
が
こ
れ
に
対
応
す
る
と
し

て
、「
殯
」
は
「
ア
ラ
キ
」
で
あ
り
、「
殯
宮
」
は
「
ア
ラ
キ
ノ
ミ
ヤ
」
に
な

る
と
し
た
（
本
居
宣
長
『
古
事
記
伝
』
三
十
之
巻

訶
志
比
宮
上
巻
〔『
本
居

宣
長
全
集
』
第
一
一
巻
、
筑
摩
書
房
、
一
九
六
九
年
、
三
五
四
頁
〕）。
こ
の

論
証
自
体
に
は
説
得
力
が
あ
る
も
の
の
、
史
料
上
は
あ
く
ま
で
「
殯
宮
」
と

表
記
さ
れ
て
お
り
、「
ア
ラ
キ
ノ
ミ
ヤ
」
の
訓
か
ら
こ
こ
で
の
「
殯
宮
」
の

性
格
を
論
じ
る
こ
と
は
控
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

（
２４
）

な
お
本
歌
に
対
す
る
反
歌
（
巻
二
―
一
六
九
）
下
の
注
記
に
も
「
殯
宮
之

時
」
の
文
字
が
見
え
る
。

（
２５
）

平
林
章
仁
「
城
上
殯
宮
城
上
郡
所
在
説
考
」（『
日
本
歴
史
』
六
一
八
、
一

九
九
九
年
）。

（
２６
）

賀
茂
真
淵
『
萬
葉
考
』
巻
二
之
考
（『
賀
茂
真
淵
全
集
』
第
一
巻
、
続
群

書
類
従
完
成
会
、
一
九
七
七
年
、
一
三
七
頁
）。

（
２７
）

註
（
２３
）
本
居
全
集
、
三
五
五
〜
六
頁
。

（
２８
）

平
舘
英
子
「「
殯
宮
之
時
柿
本
朝
臣
人
麿
作
歌
」
へ
の
考
察
」（『
国
文
目

白
』
一
〇
、
一
九
七
一
年
）。

（
２９
）

武
藤
美
也
子
・
風
間
力
三
「
人
麻
呂
挽
歌
の
「
殯
宮
之
時
」
を
め
ぐ
っ

て
」（『
甲
南
大
学
紀
要

文
学
編
三
六
』
一
九
七
九
年
度
、
一
九
八
〇
年
）。

（
３０
）

註
（
２８
）
平
舘
論
文
、
二
四
頁
。
註
（
２９
）
武
藤
・
風
間
論
文
、
三
八
頁
。

（
３１
）

註
（
２８
）
平
舘
論
文
、
二
五
頁
。

（
３２
）

註
（
２８
）
平
舘
論
文
、
二
五
〜
六
頁
。
註
（
２９
）
武
藤
・
風
間
論
文
、
四

一
〜
二
頁
。

（
３３
）

渡
瀬
昌
忠
「
万
葉
殯
宮
考
―
城
上
の
宮
・
序
説
―
」（
犬
養
孝
博
士
古
稀

記
念
論
集
刊
行
委
員
会
編
『
犬
養
孝
博
士
古
稀
記
念
論
集

万
葉
・
そ
の
後
』

塙
書
房
、
一
九
八
〇
年
）。

（
３４
）

身
�
壽
『
宮
廷
挽
歌
の
世
界
』
塙
書
房
、
一
九
九
四
年
、
第
三
章
第
二
節

「
殯
宮
挽
歌
の
背
景
―
「
殯
宮
之
時
」
―
」（
初
発
表
一
九
七
九
年
を
再
編
）。

（
３５
）

上
野
誠
『
古
代
日
本
の
文
芸
空
間
―
万
葉
挽
歌
と
葬
送
儀
礼
』
雄
山
閣
出

版
、
一
九
九
七
年
、
第
二
章
第
二
節
「
殯
と
宮
」、
第
三
章
第
二
節
「
高
市

皇
子
挽
歌
と
城
上
殯
宮
」（
初
発
表
一
九
八
八
年
、
一
九
九
五
年
）。

（
３６
）

註
（
３３
）
渡
瀬
論
文
、
二
六
八
頁
。

（
３７
）

註
（
３４
）
身
�
著
書
、
一
一
九
頁
。

（
３８
）

註
（
３５
）
上
野
著
書
、
一
一
五
頁
。

（
３９
）

註
（
３３
）
渡
瀬
論
文
、
二
七
六
〜
七
頁
。

（
４０
）

註
（
３３
）
渡
瀬
論
文
、
二
六
八
頁
。

（
４１
）

新
日
本
古
典
文
学
大
系
１３
『
続
日
本
紀
』
二
（
岩
波
書
店
、
一
九
九
〇

年
）、
一
五
四
頁
。

（
４２
）

註
（
４１
）、
五
一
三
頁
。

（
４３
）

北
山
茂
夫
「
神
亀
年
代
に
お
け
る
宮
廷
詩
人
の
あ
り
方
に
つ
い
て
―
山
部

赤
人
、
そ
の
玉
津
島
讃
歌
の
場
合
―
」（『
文
学
』
四
五
、
一
九
七
七
年
）、

四
一
七
頁
。

（
４４
）

註
（
３３
）
渡
瀬
論
文
、
二
七
五
頁
。

（
４５
）

註
（
１
）
報
告
書
、
三
五
〜
六
頁
。

（
４６
）

註
（
５
）
権
五
栄
「
艇
止
山
遺
跡
と
百
済
の
喪
葬
儀
礼
」、
同
「
古
代
韓

国
の
喪
葬
儀
礼
」。

（
４７
）

註
（
１１
）
注
釈
書
、
四
二
頁
。

（
４８
）
『
礼
記
正
義
』
十
三
経
注
疏
整
理
本
１４
（
北
京
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
〇
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年
）、
一
四
五
七
頁
。

（
４９
）

元
和
十
四
年
（
八
一
九
）
の
唐
故
太
子
洗
馬
博
陵
崔
載
墓
誌
銘
な
ど
。

（
５０
）

註
（
１２
）
注
釈
書
、
一
六
〇
頁
（
筆
者
執
筆
部
分
）。

（
５１
）

公
州
市
・
韓
国
古
代
学
会
編
＊
『
就
利
山
会
盟
と
百
済
』（
公
州
文
化
叢

書
二
、
慧
眼
、
二
〇
一
〇
年
）。

（
５２
）

註
（
４
）
李
漢
祥
「
発
掘
か
ら
解
釈
ま
で
―
艇
止
山
遺
跡
の
事
例
―
」
で

は
、
発
掘
調
査
の
様
子
が
公
州
市
内
の
ど
こ
か
ら
で
も
よ
く
見
え
た
と
い
う

エ
ピ
ソ
ー
ド
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
李
漢
祥
氏
は
こ
の
地
形
条
件
に
つ
い
て
、

王
と
王
妃
の
葬
礼
を
お
こ
な
う
姿
を
四
方
か
ら
眺
望
で
き
る
と
し
て
殯
殿
説

を
と
る
が
、
殯
儀
礼
が
人
目
に
つ
く
場
所
で
実
施
さ
れ
た
事
例
は
他
に
知
ら

れ
ず
、
こ
う
し
た
点
か
ら
も
艇
止
山
遺
跡
を
殯
殿
と
す
る
説
に
は
同
意
で
き

な
い
。

※
図
版
出
典
一
覧

図
１

筆
者
撮
影
（
二
〇
一
一
年
八
月
）

図
２
・
３

筆
者
撮
影
（
二
〇
一
一
年
八
月
、
国
立
公
州
博
物
館
展
示
室
）

図
４

G
oogle

M
ap

に
加
工

図
５
〜
７

註
（
４
）
国
立
公
州
博
物
館
（
発
掘
調
査
報
告
書
）『
百
済
の
祭

祀
遺
跡

艇
止
山
』、
二
二
・
二
八
・
二
二
〇
頁

図
８

註
（
５
）
金
吉
植
「
氷
庫
を
通
し
て
み
た
公
州
艇
止
山
遺
跡
の
性

格
」、
五
三
頁

図
９

註
（
１２
）
金
子
修
一
主
編
『
大
唐
元
陵
儀
注
新
釈
』、
二
一
〇
頁

（
筆
者
作
成
）

図
１０

石
川
県
教
育
委
員
会
文
化
財
保
護
課
編
『
金
沢
市
七
ッ
塚
墳
墓
群

北
陸
自
動
車
道
関
係
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
概
報
』（
石
川
県
教

育
委
員
会
、
一
九
七
四
年
）、
一
四
頁

福
井
県
教
育
委
員
会
編
『
福
井
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
第
１
集

安
保
山
古
墳
群
』
一
九
七
六
年
、
二
〇
頁

図
１１

中
津
市
教
育
委
員
会
編
『
幣
旗
邸
古
墳
１
号
墳

大
分
県
中
津
市

大
字
相
原
８
２
６
５
―
３２
番
地
所
在
遺
跡
の
調
査

中
津
市
文
化

財
調
査
報
告
第
１６
集
』
一
九
九
五
年
、
一
〇
頁

図
１２

筆
者
撮
影
（
二
〇
一
五
年
八
月
）

〔
附
記
〕
本
稿
は
、
二
〇
一
五
年
七
月
二
十
六
日
に
開
催
さ
れ
た
お
茶
の
水
女
子

大
学
比
較
日
本
学
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
東
ア
ジ
ア
に
お
け

る
比
較
儀
礼
史
の
研
究
」
第
五
回
国
際
セ
ミ
ナ
ー
に
お
い
て
、「
殯
宮
の
再
検

討
」
と
題
し
て
口
頭
報
告
し
た
内
容
を
も
と
に
成
稿
し
た
。
ま
た
本
稿
校
正
中
の

二
〇
一
七
年
一
月
十
四
日
、
新
羅
史
研
究
会
（
於
立
教
大
学
）
に
お
い
て
再
度
口

頭
報
告
し
、
い
た
だ
い
た
意
見
を
も
と
に
終
章
部
分
を
大
幅
に
書
き
改
め
た
。
両

研
究
会
の
参
加
者
各
位
に
記
し
て
お
礼
申
し
上
げ
た
い
。

本
研
究
は
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
研
費
二
四
七
二
〇
二
八
三
・
一
六
Ｋ
〇
二
九
九
三
・
二

六
二
八
四
〇
九
三
の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。
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